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( )内は前月比

119，631人 (+41) 

58，454人 (+31)

61，177人 (+10) 

39，515世帯
( +35) 
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3¥得た也、ちょっと

歩~~\みませんか?

一塩田「ふれあ、

遊歩道が完成

塩田平では現在、 市の事業として「ふれあ

いの里」の整備が行われています。そのーっ

として、塩田域跡~塩野神社の聞に遊歩道か.

完成しましだ。皆さんも、ちょっと足をのば

して塩田の里を敵策してみませんか。

曾

“ふれあいの里"r塩田の館」と

「ふれあい公園J 全景予想図

総面積……4，997m'(うち塩田の館

662m') 

あじさい・菖蒲・萩・紫式部な

どの古典的な花と、山城を模した

城壁による季節感あふれる庭園

広謡うえだ3.B. 1 【2]



「
信
州
の
鎌
合
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
塩
凹
平
。
歴
史
的
に
貴
重
な
文
化

財
が
数
多
く
点
在
し
、
刷
聞
は
盟
か

な
自
然
に
閥
ま
れ
、
多
く
の
人
た
ち

に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
塩
田
平
を
訪
れ
る
人
た

ち
が
、
歴
史
や
文
化
仁
親
し
み
、
人

と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
、
や
す
ら
ぎ
の

場
に
す
る
た
め
に
、
平
成
元
年
度
か

ら
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
整
備
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
も

遊
歩
道
は
落
葉
を
イ
メ
ー
ジ

す
で
に
、
平
成
二
年
三
月
に
は
、

・
中
憎
寺
慌
に
和
風
の
ポ
ケ

ッ
ト

バ

|

ク
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
ほ
ど
塩
印
城
跡
か
ら
塩
野
神
社

を
結
ぷ
遊
歩
道
が
完
成
し
ま
し
た
@

こ
の
遊
歩
道
は
、
脳
が
平
均
一

・
八

メ
ー
ト
ル
、
総
延
長
が
約

一
・
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
塩
田
城
跡
か
ら
塩
肝

池
ま
で
が
、
一
部
を
除
い
て
レ
ン
ガ

般
き
。
温
野
神
社
へ
入
る
一
部
分
は
、

鉄
平
石
の
一
れ
回
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ょ
の
問
に
は
杉
並
木
あ
り
、
猛
野
川

の
清
流
あ
り
、
小
川
あ
り
:・
と
、
見

ど
こ
ろ
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
遊

歩
道
は
、
全
体
的
に

H

秋
め
部
築
H

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

龍
光
院
績
に
『
塩
聞
の
舘
」

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
整
備
卒
業
で

は
、
中
禅
寺
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
、
遊

応
少
道
の
ほ
か
に
平
成
三
年
度
の
事
業

や
か
に

と
し
て
よ
棚
田
の
館
」
が
あ
り
ま
す
。

七
月
十
日
に
は
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
建
設
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

場
所
は
、
中
禅
寺
と
前
山
寺
の
は
ぽ

中
間
点
に
あ
た
る
龍
光
院
山
門
横
で
、

総
耐
積
六
六
二
平
万
メ
ー
ト
ル
;
蚕

都
上
田
H

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
養
蚕
農

家
風
の
建
物
で
、
木
造
平
展
、
屋
恨

は
か
わ
ら
ぶ
き
で
す

Q

こ
こ
で
は
、

塩
田
北
条
氏
三
代
の
肘
城
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
塩
田
峨
跡
か
ら
の
山
土

品
を
中
心
と
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

手
打
ち
そ
ば
の
実
演
や
漬
け
物
な
ど

の
作
り

H
を
教
え
た
り
す
る
突
出

・

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
の
人
た
ち
と
、

こ
こ
を
訪
れ
た
人
た
ち
と
の
交
流
の

場
と
し
て
、
ま
た
民
芸
品
の
開
発
や

郷
土
料
理
研
究
の
場
と
し
て
の
多
目

的
研
修
実
椀
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け

る
予
定
で
す
。

庭
園
は
平
成
四
年
度
に

「
邸
回
の
館
」
に
隣
接
し
て
、
平
成

四
年
度
に
は
和
風
の
起
因
「
ふ
れ
あ

い
公
国
」
を
造
成
し
ま
す
。
h

仙
台
の

傾
斜
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
織
や
凹

小
学
折
々
の
花
を
織
り
ま
ぜ
、
ゆ
っ
く

り
と
散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
、
あ
ず

ま
ゃ
な
ど
も
建
て
る
ザ
定
で
す
。
ま

た
庭
回
の
横
に
は
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

の
駐
車
場
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ふれあいの里遊歩道マップ

りも縁がいっぱい

7 広報うえだ3.B [3] 



ハ
イ
キ
ン
グ
、

史
跡
め
ぐ
り
に

い
か
が
て
す
か
っ
・

隠
れ
た
名
所

z
p石
米
山
城
u

i
概
要
と

整
備
に
向
け
て

i
戸石城

tすが1:.

桝形城
本城

米山城

」
あ
る
い
は
別
々
に
コ
戸
石
減
」
「米

れ
て
い
る
域
を
ご
存
じ
で
す
か
?
戦
置
の

も
落
と
せ
な
か
っ
疋
と
い
う
名
域
で
す
。

川
り
を
す
る
な
ど
、
整
備
へ
の
動
き
も
宮
崎

な
戸
石
米
山
域
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

上
田
市
の
北
東
部
、
小
泉
太
郎
山
の

一
部
分
が
上
回
盆
地
に
突
き
出
し
て

い
る
尾
根
に
、
戸
布
城
(
砥
石
城
と

ら
書
く
)
が
あ
リ
ま
す
。
神
科
地
区

の
金
剛
寺
、
伊
勢
山
、
畑
山
の
三
つ

の
集
落
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
の
城

は
、
三
つ
め
郭
か
ら
で
き
て
お
り
、

&
且
闘
や
'
削
v
i
n
-

北
か
ら
桝
形
城
、
本
城
、
戸
石
城
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
戸
石

ニ
拘
や
ま

械
か
ら
南
西
の
い
刀
向
に
は
、
米
山
城

と
呼
ば
れ
る
一
郭
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
を
総
称
し
て
戸
訂
城
、
ま
た
は

戸
石
米
山
城
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
説
に
は
、
現
在
の
坂
城
町
を
中
心

に
北
信
濃
を
勢
力
範
囲
と
し
て
い
た

村
上
義
清
が
、
当
時
、
着
々
と
信
州

に
力
を
及
ぼ
し
て
き
た
叩
鈴
(
今
の

山
梨
県
)
の
武
田
信
玄
の
侵
攻
に
備

え
る
た
め
に
、

と
れ
城
を
築
い
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

有
名
な
H

戸
石
崩
れ
H

天
文
一
九
年
二
五
五

O
年)、
村

上
軍
と
武
田
軍
は
、
戸
石
械
を
舞
台

(4] 7 広報うえだ3.B 



当
時
の
面
影
と
ど
め
る

一
戸
石
米
山
城
に
は
、
い
く
つ
も
の

登
山
道
が
あ
り
、
ま
た
、
枝
分
か
れ

す
る
道
が
多
い
の
で
、
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
ル

l
ト
の
組
み
ん
n
わ
せ
が
で
き

ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
る
三
つ
の
コ

l
ス
を
紹
介
し
ま

す

1
下
図

l
。

一
つ
め
は
、
金
剛
寺
地
区
か
ら
の

登
山
道
、

い
ち
ば
ん
利
用
度
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
め
は
、
伊
勢
山
地
区
間
和
集

会
場
付
近
か
ら
の
輩
山
道

P

三
つ
め
は
、
伊
勢
山
の
集
部
の
北

に
か
る
陥
泰
寺
側
か
ら
笠
る
、
大
手

口
道
と
呼
ば
れ
る
道
で
す
。

ニ
の
道

は
、
本
城
へ
直
接
通
じ
る
道
で
、
途

中
で
こ
っ
に
道
が
分
か
れ
ま
す
。
北

へ
行
く
と
「
水
の
手
L

L
・-呼
ば
れ
る

年
中
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
鴻
き
水
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の

「
戸
石
米
山
城
図
」
に
も
あ
る
遺
構

で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
、
石
庖
跡
、
空
堀
跡
、
馬
場
跡
な

ど
の
立
て
札
が
あ
り
、
当
時
の
山
桜

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
巳
意
欲
的
な
地
元

現
伝
、
伊
勢
山
地
区
で
は
、

n治

会
、
神
科
商
工
会
伊
勢
山
支
部
な
ど

の
有
志
で
構
成
し
て
い
る
寸
伊
勢
山

(戸石米山城登山道 )

歴
史
と
文
化
を
打
て
る
会
」
を
中
心

に
、
戸
石
米
山
城
の
経
備
に
判
す
る

戸
川
辺
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
去
る
七

月
七
日
に
も
、
昨
年
か
ら
始
め
ら
札

た
大
手

μ
道
の
草
刈
り

・
倒
木
の
除

去
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
手
口
道
は

利
用
者
が
少
な
い
た
め
、
雑
草
が
野

放
し
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
大
千
円
道
は
気
軽
に

資
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
ま

た

「
水
の
手
」
も
き
れ

い
に
帰
り
起

よ
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
歴
史
上

名
高
い
戸
石
米
山
城
を
は
じ
め
、
地

元
に
数
多
く
あ
る
遺
構
を
な
ん
と
か

後
世
ま
で
残
し
て
い
ニ
う
と
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
る
と
き
に
危
険
が
伴
う
部
分
に
階

段
を
つ
け
た
り
、
道
形
を
整
備
す
る

な
ど
の
打
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
金
一
剛
寺

地
区
か
ら
の
登
山
道
利
則
が
圧
倒
的

に
多
い
た
め
、
利
用
者
は
米
山
城
ま

で
か
、
ど
ん
な
に
査
っ
て
も
戸
石
城

ま
で
で
引
き
返
し
て
し
ま
う
人
が
ほ

と
ん
ど
。
戸
石
城
よ
り
上
の
本
城
や

桝
形
城
ま
で
登
れ
る
よ
う
に
、
登
山

道
や
周
辺
の
蛇
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
整
備
を

-P
石
米
山
城
の
周
辺
は
、
郷
土
環

境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
リ
、

美
し
い
景
観
が
銭
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
将
米
的
に
は
、
本
城
付

近
に
木
裂
の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
り
、

二
う
配
が
急
な
場
所
や
、
岩
場
な
ど
、

古いたたずまいの伊勢山集落

7 広報うえ定'3.8.(5] 



分げれば資源

混ぜればごみ…

ご
み
の
減
長
化
に
向
け
て
、
市
が

試
行
実
施
を
検
討
し
て
い
た
、
ご
み

分
別
回
収
の
モ
デ
ル
自
治
会
の
一
つ
、

西
野
竹
自
治
会
で
七
月
十
八
日
、
第

一
回
自
の
分
別
回
収
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

[6] 7 広報うえだ3.B. 

こ
れ
は
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

ご
み
の
減
批
化
と
、
可
燃
ご
み
か
ら

も
、
資
源
と
し
て
治
問
で
き
る
も
の

を
生
か
し
て
い
‘
で
つ
と
す
る
再
資
源

化
を
図
る
た
め
に
、
外
川
州
さ
れ
て
い

た
も
の
で

す

そ

し

て

、
分
別
川
収

の
モ
デ
ル
内
治
会
と
し
て
、
市
反
仲

町
(尚
業
地
)、
触
が
正
{山
宅
地
}、

阿
野
竹

{出
村
部
)
で
の
試
行
が
決

ま
っ
て
い
ま
す

4

回
針
竹
で
は
、
内
治
会
と
老
人
会

か
中
心
と
な

っ
て
、
当
日
は
、
朝
か

ら
問
自
治
会
館
前
を
含
む
三
か
所
に

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
。
古
布
、
新

聞
紙
、
牛
乳
パ

ッ
ク
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

堆
誌
、
雑
紙
の
六
純
閣
に
分
別
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
表
示
板
を
置
き

ま

し

た

こ

の
日
は
、
あ
い
に
く
の

耐
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
に
は
自

動
市
や

一
一
崎
市
で
巡
ん
で
き
た
人
も

い
ま
し

た

こ

の

日

出

め

ら
れ
た

資
源
ご
み
は
、
山
市
三

O
話
、
新
聞

紙
凹
J
レ
話
、
中
札
パ
ソ
ク
一

O
官
、

タ
ン

ポ

l
ル.ム

O
刊誌
、
雑
誌

・
椛
紙

二
八

O
刊
誌
で
し
た
。
今
後
、
西
野
竹
は

毎
月
第
三
木
肌

n、
緑
が
丘
は
八
月

十
九
日
聞
か
ら
何
月
期
三
月
叫
日
に
、

南
天
神
町
も
八
月
か
ら
実
施
す
る
予

定
て
す
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初P
回丁

の
巻

幕末から明治初期にかけての建物がたたずむ

山元J孟ト
西野竹

資源 Z二一、 JI.~ ごA会
圃園 』で，...... ........，L.....f一

の分別回収

俳
人
岡
崎
如
毛
を
生
む

U
る
?
'

市
内
を
流
れ
る
僻
沢
川
右
岸
の
町
。
江
戸
時

代
、
川
の
ほ
と
り
に
柳
の
木
が
多
く
生
育
し
て

い
た
こ
と
か
ら
柳
町
と
名
付
け
ら
札
ま
し
た
。

北
国
街
道
沿
い
の
町
人
町
で
、
原
町
の
発
展

に
よ
っ
て
次
第
に
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
、
ハ
学

保
十
九
年
二
七
三
四
)
に
は
、
柳
町
の
旅
龍

屋
が
多
す
ぎ
て
原
町
の
同
業
者
が
営
業
不
振
を

訴
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

原
町
分
(
原
町

・
田
町

・
柳
町
」
の
酒
造
業

者
は
寛
文
一
九
年
ご
六
六
五
)
に
十
六
軒
で
し

た
が
、
そ
の
っ
ち
柳
町
に
は
三
軒
あ
リ
合
計
で

行
二
十
八
訂
の
酒
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
。

令
べ
-
L

・・
.，

加
A
一H
白
雄
の
門
人
と
し
て
有
名
な
岡
崎
如
も

は
そ
の
酒
造
家
の
一
人
で
、
文
政
四
年
二
八

-一

一
)
の

『
俳
譜
士
力
士
番
付
』
に
も
そ
の
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
知
ら
れ
た
俳
人

で
し
た
。
ま
た
和
歌
、
狂
枇
に
も
す
ぐ
れ
て
お

り
、
上
回
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
を
柳
町
が

生
ん
だ
の
で
し
た
。

雲
行
く
や
柳
賞
ぱ
み
て
人
恋
し

在日
毛

江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
、
千
鳥
屋
の
親
孝
行
息

子
茂
助
の
こ
と
が
町
中
の
評
判
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
仕
立
職
人
の
父
が
病
気
の
た

め
長
〈
床
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
母
を

助
け
な
が
ら
家
業
を
継
ぎ
、
父
亡
き
後
、
収
入
が

あ
る
と
ま
ず
、
父
の
借
金
の
返
済
に
あ
て
る
な

ど
、
柳
町
の
茂
助
は
若
者
た
ち
の
模
範
で
し
た
。

u
hい
t
い

町
角
に
今
も
流
れ
て
い
る

「保
命
水
」
は
、

明
治
十
四
年
二
八
八
二
、
柳
問
の
飲
料
水
と

非
常
用
水
の
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
聞

の
海
禅
寺
付
泣
に
溺
き
出
し
て
い
る
水
を
、
町

内
の
里
道
路
傍
ま
で
引
く
工
場
で
し
た
。
費
用

の
二
百
円
は
柳
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
た
び
た
び
、
改
修
工
ギ
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
大
正
三
年
に
は
水
量
一
豊
富
な
水
を

原
町
、
出
野
町
ま
で
給
水
す
る
株
式
組
織
の
柳

同

織

的
念記

館

鼎
物
本

博
山

8月........10月までは

毎日開館しています/

町
簡
易
水
道
設
・立
案
が
町
内
で
検
討
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
、
上
回
町
に
水
道
事

業
の
計
画
が
あ
っ
た
の
で
実
現
さ
れ
ず
に
終
わ

リ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
上
田
市
の
水
道
工
事
落
成
は
大

正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
で
、
柳
町
に
も
給
水

が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
保
命
水
」
は
上
回
の
水
道

事
業
の
先
駆
け
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

柳
町
は
、
格
子
戸
の
家
な
ど
が
見
ら
れ
、
歴

史
的
景
観
を
と
ど
め
て
い
る
町
で
す
。

図内

7 広報うえだ'3.8.



団自の

穀
き
布
団
は

硬
め
の
材
質
を [> r日本らじさの

新段階J草柳大蔵

[> r親と子のいい関

係をめざす本」斉藤

茂太 [> r魚たちの

離宮」長野まゆみ

[> r緑の星に生まれ

て」立松和平 [>rヲミ

武と持統」李寧照 [> r田原総一郎の発

想現場」田原総一郎 じ>r愛よ リ速く」斉

藤綾子 [>r水軍の城」白石一郎 [>r星

降る夜の綱渡リ」 大輪茂男 [> rおんな

の時代の政治談義」上坂冬子 [> r欲望

のメディア」猪瀬直樹 [>r夢の途中に」

米生えっこ じ>rピエロよ永遠に」阿部

文明 [>r美智子皇后」河原敏明 [>r風

の日 にララバイ」 樋口有介 [> r冬の電

!liJ安西水丸 [>r矛盾の壁を超えた男」

西村券行 [> r風を探レて」森瑞子 [> 

「童ネIIIJ 増田みず子 [> r千本桜」 渡辺

保 [>r一枚の百円玉」奥田恵瑞 [>r感

性のスjレメ」海老名泰孝 じ>r銀行頭取

上 ・下JUJ田智彦 [> r今を深く生き

るために」中野孝次 [> r僕は森へ家出

レますJ 荒川 Uんぺい [> rこだわり万

華鏡」村松友視 [> r茂太流生きかた上

手の時間術J 斉藤茂太 [> r地価を考え

る」都留重人 [> rキャサリン ・ヘッブ

パーンJ A.エドワーズ

家
庭
で
も
ク
ー
ラ
ー
が
普
及

し
て
き
ま
し
た
。
健
康
の
た
め

に
安
全
な
温
度
は
お
1
幻
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
限
度

を
超
え
る
と
、
冷
房
病
を
起
こ

し
ま
す
。
一

日
中
つ
け
放
し
で

i

近
ご

ろ
寝
苦
し
い
夜
が

{

続
き、

熟
睡
で
き
ず
困
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

快
適
に
眠

る
た
め
に

は
な
く
、
夜
の
本
時
過
ぎ
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
窓
を
聞
け
た
ま
ま
絞

る
と
き
は
、
内
側
の
カ
ー
テ
ン

は
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
ω

A
V
湿
度
は
印
%
前
後
に

室
内
の
混
度
は
ω
%
が
目
安
。

h-

熟
睡
す
る
た
め
に
は
環

』
境
条
件
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
熟
睡
環
境
を
整

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

A
V
冷
房
病
に
注
意
し
て

日
中
は
窓
を
開
け
て
空
気
の
流

れ
を
よ
く
し
、
室
内
を
乾
燥
さ

せ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

.
カ
ー
テ
ン
は
き
ち
ん
と

夏
の
早
朝
の
目
覚
め
は
、
カ

ー
テ
ン
越
し
に
も
れ
て
く
る
陽

光
に
よ
っ
て
、
引
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
眠
る

前
に
し
っ
か
り
す
さ
ま
を
ふ
さ

い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

A
V
騒
音
を
断
つ
工
夫
も

夏
は
暑
い
の
で
雑
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
厚
い
カ
ー
テ

ン
で
音
を
遮
断
し
た
り
、
耳
栓

を
利
用
し
て
み
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
、
っ
。

av寝
具
は
素
材
を
選
ぶ

ベ
ッ
ド
や
敷
き
布
団
は
柔
ら

か
す
ぎ
る
と
熟
睡
で
き
な
い
の

で
、
め
る
程
度
硬
い
材
質
を
選

び
ま
す
。
掛
け
布
団
は
通
気
性

の
よ
い
軽
い
も
の
が
お
勧
め
で

.
す
。ま

く
ら
は
そ
ば
が
ら
、
も
み

が
ら
で
で
き
た
も
の
が
、
通
気

性
も
よ
く
最
適
で
す
。
敷
き
布
、

寝
間
着
類
は
綿
製
品
が
よ
い
で

t
し
ト
AT
叶，。

(マ
内 問
線 い
l合
3 わ
7 せ
9 
)保

健
子
|坊
謀

A
開
閉
門
V園

h
悶
N
N
W

[8) 

「
女
ぐ
れ
川
、
ぅ
」

「
男
"
だ
わ
、
ぅ
」

「
女
の
く
せ
に
」

「男
の
く
せ
に
」

「
女
の
仕
事
」

「
男
の
仕
事
」

7 広報うえだ3.B. 

※「広報J 5 月 1 日号 2~5 ぺ
ージに 「女性行動計画J を特

集しました。

• 

マ
問
い
合
わ
せ

厚
生
課
(
内
線

1
6
0
8
)
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5
p
t
O
P
}
:

八
、
ル
卜

1
J
0
5
J
乃
請
求

4

ノ

2

F

-

4

2

F

(

==E
-J

-
サ
イ
ン
は
し
た
が

海
外
旅
行
が
身
近
に
な
り
、

海
外
旅
行
者
数
の
伸
び
と
と
も

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
の

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
際
カ
l
ド
利
用
上

の
ト
ラ
ブ
ル
と
注
意
点
を
挙
げ

て
み
ま
す
。

旬臨

|市民会館 宮叫~-

「
空
港
売
鹿
で
革
ベ
ル
ト
三

本
を
購
入
し
て
カ
ー
ド
で
決
消

国
際
カ

i
ド

の
ト
ラ
ブ
ノレ

し
た
。
二
百
十
五
J
の
は
ず
が
二

行
五
十
J
の
品
求
を
受
け
た
」

「
タ
イ
の
宝
行
病
で
エ
メ
ラ
ル

ド
の
り
ン
グ
山
下
'
I
(
U
本
円

で
二
万
二
千
問
行
円
)
だ
と
い

う
の
で
カ
ー
ド
を
利
用
.
レ叶=}

日 イ直 し 開測入場方法 照 会

S 健康づくり 保健
25 

市民のつどい 10: 00 無 料
予 防 諜

{自l

28 
lJ繍海員

休j
研究大会 10: 30 関係者

9 近勝社中
近綴本土中

舞鶴発表会 9 : 30 関係者
@1674 (8) 

3 
よ回市民劇場 上田市民

<:k¥ 円公演「ジュリ 18: 30 会員券 IJJ 場
アス ・シーザ-J tz~9697 

一
4 13: 15 
附

1/ 
18: 30 

11 11 

|文化会館 宮川rlo1tl】

ろ
が
そ
の
後
、
ク
レ
ジ
ヴ
ト
会

社
か
ら
十
二
万
二
千
七
百
七
十

五
円
の
請
求
が
き
た
。
控
え
の

伝
票
に
は
二
万
二
千
六
百
つ
と

な
っ
て
い
た
」

こ
れ
ら
の
場
合
、
証
拠
に
な

る
先
上
伝
票
の
サ
イ
ン
む
本
人

の
も
の
な
の
で
、
ク
レ
ー
ム
を

言
わ
れ
で
も
問
題
の
解
決
は
慨

し
い
よ
う
で
す

カ
ー
ド
会
社
で
は
、
売
上
伝

票
の
確
認
や
加
盟
宿
へ
の
照
会

に
よ
っ
て
、
ク
レ
ー
ム
処
理
を

し
ま
す
が
、
悶
際
聞
の
ル
ー
ル

は
証
拠
主
義
な
の
で
本
人
の
サ

イ
ン
が
あ
る
場
合
、
返
金
請
求

が
ほ
と
ん
ど
必
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

8 長野県高等学校

仕10} 
演劇合同発表会 9 :30 無 料

(ー118)

17 費電4回 大人 同音楽祭
1.ωo内

出 上田平和音楽祭 14: 00 高級生以τ実行委員会
SOOPl ⑮2192 

18 クレーダーマン
無 料

サンピアン
(日l ピアノコンクール 13: 00 

長野県大会 't2.7748 

18 河野保人 大人
{日l ツィターコンサート 19: 00 

2.500円
喧S2430

31 第38回高学年例会 上因子ども

出
rひぴけ 18: 30 会員券 IJJ繍I

トランベット』 電1'4765
9 

香賞金
l 三鈎演奏会 13: 00 無料

(目)
@1881 

-
金
額
の
単
位
確
認

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

①
サ
イ
ン
を
す
る
前
に
金
額
や

単
位
を
確
認
し
控
え
は
必
ず
保

竹
、
②
カ

l
ド
の
イ
ン
プ
リ
ン

ト
は
必
ず
口
の
前
で
や
っ
て
も

ら
う
、
③
問
沿
っ
た
伝
票
は
日

の
前
で
破
棄
し
て

L
ら
う
、
④

疏
雑
や
紛
失
の
場
合
は
す
ぐ
カ

ー
ド
会
社
に
連
絡
す
る
、
な
ど

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

貨
幣
の
単
価
が
違
う
の
で
、

金
制
の
確
認
を
怠

っ
た
り
、
錯

覚
が
起
き
た
り
し
ま
す
が
、
外

川
な
ら
い

っ
そ
う
の
住
立
が
必

要
で
す
。

|上田創造館 p.'liallll t 
よ小PT A母親文庫

綾子映画会
(ー11日}

第44回
長野県美術展

(-911 ) 

不
周
回
に
な
つ
だ
も
の
、
ほ

し
い
も
の
ガ
あ
り
ま
し
た
ら

生
活
環
境
課
〈
内
線
1
3
9

0
〉
へ
ご
連
絡
を
。

圏
ゆ
ず
り
ま
す

マ
お
く
る
み
(
青
、
白
)
無
料
マ
赤
ち

ゃ
ん
衛
問
(
上

・
下
}
五
千
円

マ
オ
ー
プ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
訴
し
介
い
マ
テ
レ
ビ
{
M

H

)

一
一
千
円
マ

L
P
ガ
ス
則
瞬
間
湯
沸
器
{
付

属
品
付
き
)
一
万
五
下
問
マ
「
日
本
文
学
全

集

」

な

ど

話

し

合

い

マ

げ

た

箱

無

料

マ
座
卓
千
五
百
円
i
二
千
円
マ
ト
レ
ー
ナ

ー
セ
ー
タ
ー
(
女
)
話
し
合
い
マ
編
み
機

千
円
マ
高
校
生
用
か
ぱ
ん
(
新
品
)
五
千

円
マ
レ
オ
タ
ー
ド
と
靴
(
幻
・
5
H
)

二
1

三
千
円

マ
柱
時

計

無

料

マ

体

呪

叶

(新

ロ
川
)
下
円
マ
屯
公
オ
ル
ガ
ン
無
料
マ
エ

レ
ク
ト

l
ン
話
し
合
い
マ
布
団
乾
燥
機
(新

品
)
四
千
円

圃
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
男
児
服
(
一

i
三

歳

)

マ

ベ

ビ

l
ベ
ッ

ド

マ

ベ

ビ

ー

カ

ー

マ

歩

行

器

マ

カ

l
シ

ー
ト
マ
自
転
車
用
子
ど
も
補
助
い
す

マ
ベ

ビ
|
パ
ス
マ
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
マ
冷
蔵
咋

マ
C
D
ラ
ジ
カ
セ
マ
事
務
川
凶
転
い
す
マ

ベ
ピ

l
だ
ん
す
マ
野
球
間
ス
‘
ハ
イ
ク
シ
ュ
ー

ズ

(
幻
i
n
H
)

マ
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
(
ド

リ
ッ
プ
式
)
マ
漬
物

用
か
め
マ
芝
刈
り
機

マ
機
織
リ
ム
ロ
マ
卓

球
ム
円
マ
木
琴
マ
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
(
二

i
三

段
川
)
マ
金
郎
会
川
さ

的
判
ぐ
ら
い

・無
料
て
)

7 広報うえだ3.B. [9] 





4き>

連
に
入
っ
て
蹴
っ
て
い
る
人
は
も
ち

ろ
ん
主
役
で
す
が
、
見
て
い
る
人
や
よ

ら
っ
と
来
た
人
た
ち
も
踊
り
以
外
の
場

而
で
主
役
に
な
っ
て
、
主
体
的
に
楽
し

め
る
企
画
に
欠
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
今
年
の
わ
っ

し
ょ
い
で
は
、
「
わ
っ
し
ょ
い
鍋
」
「
綱

引
き
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
用

意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

昨
年
ま
で
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
も
の
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

-
次
回
(
九
月
一
日
号
)
は
「
夏
休
み
親
子

ふ
れ
あ
い
見
学
会
」
に
参
加
し
て

秘
書
課
で
は
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
、

八
月
七
日
州
側
、
九
日
闘
の
二
日
間
、
「
夏
休
み

親

f
ふ
れ
あ
い
見
学
会
(
施
設
め
ぐ
り
ご
を
行

い
ま
す
(
七
月
十
六
日
付
け
「
広
報
」
で
参

加
者
を
募
集
)
。
そ
こ
で
今
回
は
、
参
加
者

昭
和
十
七
年
の

守ぐら

上
田
城
西
櫓

司

企
画
は
多
く
の
人
が
参
加

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
今
ま
で
の
「
上

回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、
新
し
い
企
阿
に

よ
り
、
ど
の
よ
う
に
転
機
す
る
の
か
、

第
二
十
回
と
い
う
今
年
は
大
き
な
意
義

の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
企
画
は
継
続
さ
せ
て
も
よ
い

で
す
が
、
「
来
年
は
何
を
す
る
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
期
待
感
も
必
要
で
す
。
そ

れ
が
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
を
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
い
・
7
気
持
ち
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

や
は
リ
、
み
ん
な
で
企
画
で
も
、
運

営
で
も
、
催
し
も
の
で
も
、
参
加
し
て

み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
ま
で
、
参

加
し
な
か
っ
た
人
も
参
加
す
る
こ
と
に

よ
リ
多
く
の
人
の
考
え
が
明
ら
か
に
な

り
、
こ
れ
ら
の
考
え
の
中
か
ら

「
上
回

わ
っ
し
ょ
い

」
の
あ
り
方
と
い
う
も
の

が
自
然
に
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

(
永
井
陽
子

J
Iお
歳
・
上
常
田
)

一
良
は
や
っ
ぱ
り
水
遊
び
が
お
も

し
ろ
い
で
す
。
夏
休
み
に
新
潟
の

海
へ
行
く
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
今
度
、
上
田
市
に
も
室
内
プ

ー
ル
が
で
き
る
と
聞
い
て
、
わ
く

わ
く
し
ま
す
。
上
回
に
は
海
が
な

い
の
で
、
室
内
プ

l
ル
が
で
き
れ

ば
、
一
年
中
泳
げ
て
う
れ
し
い
な
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
み
ん
な
で
自
由
に
弾
け
る

音
楽
ホ
ー
ル
み
た
い
の
が
ほ
し
い
。

の
中
か
ら
、
三
組
の
親
子
の
皆
さ
ん
か
ら
、

感
想
・要
望
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

投
稿
、
電
話
で
、
八
月
十
二

日

ωま
で
に
秘
書
課
(
内
線

1
1
1
2
)
へ

お
願
い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
合
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。
採
用

者
に
は
「
特
製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
・
レ
デ
ィ

(
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
)

お
城
の
下
は
田
ん
ぼ

宮
尾
和
義
♂

(
町
議

・
新
国
)

こ
の
写
真
は
、
当
時
二
の
丸
橋
の
小
さ
な
写

丸
一
真
館
(
今
は
な
い
)
で
買
い
求
め
た
も
の
で
す
。

一--

ぬ
こ
の
こ
ろ
の
城
跡
公
聞
は
、
南

・
北
の
柄
が
遊

.
-
郭
に
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ

の
西
棉
だ

4

・、
芯
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
お
域
の

い
F
J

下
は
あ
た
り
一
面
阻
ん
ぼ
で
、

小
川
に
は
ド
ジ

評
ョ
ウ
や
メ
ダ
カ
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
ね
。
今
、

こ
の
角
度
か
ら
だ
と
木
が
生
い
茂
っ
て
、
櫓
が

ー
恥
‘
き
れ
い
に
搬
れ
な
い
は
ず
で
す
。

メンパーは14人、年齢は29歳か

ら54歳の主婦。モッ トーは「全員

が思いやりをもって、楽しく練習

する」こと。「子ども連れでもだい

じようぷ。練習の合い間交代で見

ますから」とクラブ買の一人。申

し込みは塩入さん(~⑫2733 )まで。

「みんな、やる気があって、雰

囲気も和気あいあい。だから、10

年間も続いたんでしょう」と代表

の塩入孝江さん(32歳)。毎週月曜

日(午前10時~正午)、水曜日(午

後1時-3時)に勤労者体育セン

ターでラケ ットを擢っています。

7 広報うえだ3.B. -・la
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計
量
器
の
定
期

検
査
を
お
受
け

く
H

た
さ
い

8
月
初
日

'
9
月
間
日

時間

午前9:3ゅー午後 3:ω

午前9:30-午前11:初

午後1:00-午後 3:00

公民館|午前9・30-'f前11:30 

染 問|午後1:0ト午後 3:00

8月29日嗣|川辺町会館|午前9:日ト午後 3:00

8月初日樹|上回 点字図書館 |午前9:00-午後 3:00

9月 4日嗣|中村自治会館 |午前9:0ト午後日O

|新 田区民会館|午前9:00-午前11:30 
9月 5日制

上聖子が丘公民館|午後1:00-午後 3:00 

大屋公会堂|午前9:30-午前11:30 
9月 6日悩

農村環境改善センター |午後1:∞ー午後 3:00

9月 9開 )1上回 卸商鍵会館|午制:0ト午後 3:00

|よ関節商事長会館 |午前9:00-午前11: 30 
9月108ω

西部公民館|午後1:00-午後 3:00

9月11日制|南突神町 公会堂i午前9:00-午後 3:00

9月12日制

9月13日働
|市役所計量検査~

9月17日ω
9月18日休}

計量器の定期検査日程表

月日|会

8月26日開|寝間

場

畏鐙

館

館

民

会

公

公

田

子

iit 

西

総
8月27日制ト

西

JII 
同 28酬|石

計四
一民
保
を
取
り
引
き

(商
品
の
売

買
、
運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、
農
産

物
の
売
買
な
ど
)
に
使
用
す
る
か
た

は
、
そ
の
計
量
器
の
定
期
検
査
を

一

年
に
一
度
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
別
表
に
よ
り
、
定
期
検
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会

場
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

園
出
張
検
査
も
行
い
ま
す

計
量
器
が
二
十
台
以
上
あ
る
場
合
、

建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
場
合
、

ま
た
光
.
屯
式
は
か
リ
、
電
気
抵
抗
練

式
は
か
り
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

出
張
検
査
も
行
い
ま
す
。
希
望
す
る

か
た
は

「
所
在
場
所
検
査
象
認
申
請

午前9:00-午後 3:00

書
を
を
九
月
十
三
日
悩
ま
で
に
商
工

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
廃
業
な
ど
で
計
最
器
を

使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
商
工
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

回
検
査
で
の
注
意
事
項

①
検
査
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

②
分
銅
や
増
お
も
り
は
計
量
器
と
い

っ
し
ょ
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

③
計
最
器
は
よ
く
帰
除
を
し
て
。

④
合
格
し
た
計
量
器
に
は

「
合
格
ス

テ
ッ
カ
ー
」
が
は
ら
札
ま
す
。

⑤
検
査
を
受
け
な
い
と
、
計
量
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
る
ご
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
諜
(
内
線
1

4
0
6
)
 

(12) 

ハゲ此
ぷ髪室主へ

広報うえだ3.B. 

機
-
費
ヘ
の

遣

を

f

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒

久
平
和
は
、
人
類
共
通
の
願
い

で
す
。

わ
が
国
は
、
世
界
唯

一
の
核

被
爆
国
と
し
て
、
「
非
核
三
原

則
」
を
国
是
と
し
て
き
ま
し
た
。

上
岡
市
も
、
昭
和
五
十
九
年
に

「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言
し

て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
に
広

島
へ

、
同
九
日
に
は
長
崎
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
爆
が
投
下
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
で
四
十
六
回
目
を

迎
え
る
被
爆
日
も
、
も
う
す
ぐ

で
す
。
投
下
時
間
は
八
月
六
日

ωが
午
前
八
時
十
五
分
、
九
日

働
が
午
前
十
一
時
二
分
。
両
日

と
も
、
こ
の
投
下
時
間
に
は
犠

牲
者
へ
の
追
悼
を
お
願
い
し
ま

す
。

7 
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ご
め
い
編
を

お
祈
り
し
ま
す

〈
六
月
届
け
出
分
・
敏
柿
略
〉

沌
れ
順
孝

小
林
ゃ
っ

小
仏
仲
治

太

田

元

波
辺
時
二

長

山

ト
人

原

町
岩

下

岩
清
水

四八九八六
一一四二三

官小 柄 松 山 )L母松石手西久
之林井 山 本山袋川手|ニ塚沢保
上き ト 千 政 し良小主茂千田
ちうシ脊太げ平と計枝徳春
ぃノ ら江

線 下ひ
山常上上が秋下吉紺末 ば
之 磐 塩室丘 塩 屋 広 岡 1)
上 i町民賀西和尻田町町 が

.fj二

八八六七七八八九九八七八
三六八五五三九三五九五三

背佐中 滝 丸 田宮松明滝富 上
木藤 沢沢 山中原崎内沢下原

む 千ち貞蒋た友ナめ省民
静つ代さ[-豆け枝ヲい三衛

忠子 じ 正しい使い方危険な例

石

神

諏
訪
形

岩

下

大

屋

蛇

沢

柳

沢

中
之
条

上
回
原

手

塚

本

町

間
庇
町

御

所

九七 七七 六八八六七七七六
六八八三九五九一六六八八

町宮街宣軍司温.~宿悶

， 
~ 

①花火に書いてある遊び方をよく読んで!

②花火を人や家に向けない。枯れ草にも注意!

③風の強いときは遊ばない!

④水を入れたバケツを用意して!

⑤大人が積極的に参加

して、正しい扱い方

や火の後始末を指導

しよう!

浜

武

太

大

屋

七

八

小
川

栄

材

木

町

六

七

清

水

次

郎

上

背

木

六

八

上

品

茂

雄

本

町

六
九

小
林
伊
作
上
川
原
柳
町

八

O

渡

辺

竜

子

大

屋

六

七

江

尻

喜

代

司

丸

堀

町

六

七

小
出
お
し
う
よ
紺
屋
町
八
二

小

林

や

す

子

新

国

四

四

刺
谷
み
ま
す
行
以
内
同
七
九

山

寺

イ

チ

保

野

八

二

三

浦

守

人

下

堀

尻

八

O
松
井
広
美

金
井
常
雄

竹
内
祐
人

丸
山
ま
さ
え

和
国
一
夫

武
井
四
郎

二
藤
和
彦

成
沢
敏
雄

竜

野

章

干
場
つ
る
子

宮
本
君
代

城
子
た
き

朝
日
ケ
丘

川
辺
町

上

沢

秋

和

上
小
山

新

田
泉

町

緑
が
丘
西

石

神

大

屋
袋

町

新

屋

八七 五八七八八 五 四 四 五
二六七三三二八八八六九六 ⑥数本まとめて火をつ

けると危険!

⑦打ち上げなどの筒も

ゐにいったん着火し

たら、火が消えたよ

うても絶対顔や手を

出さない!

クそ池横田横富山西丸 小 手
ヶ国 田 島 沢沢田沢山見塚
崎直清糸をふ和正一山佐
芳衛 英 子 みさ雄司郎ー金
男 ね子 治 吾

正しく使って
楽しい花火

下
本
郷

材
木
町

川
辺
町

上
室
賀

合

升
下
室
賀

川

石

門

泉

町

小

泉
分

去

上
房
山

六七八六九七四七六七七
五五四四二四五五六八七

【13) 7 広報うえだ3.8 
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恒例の上越フェアが7月7目、海野町イベント

広場で行われ、物産の即売が人気を呼びました

園
移
動
し
ま
す
J
上
回
…

圃
千
曲

H
A的
共
水
ゆ
lw

?

?
と

U
六

県

産

業

貿

易

展

…

一動

一

}

》

園
駅
前
め
歩
行
者
通
路
…

?

区
船
図
が
公
表
に
…

位
打
一

H

総

長

一万
全
を

ι
せて
一
語
一
駁
論
断

J
R
上
田
駅
構
内
自
由
通
路
の
建

一

建
設
省
は
こ
の
ほ
ど
、
千
曲
川
を

…

マ

と

き

十

月
十
八
日
凶
聞
か
ら
同

…
-
仁
川
ど
討
も
〉
総
代
泊
1
2
F

設
工
事
に
伴
っ
て
、
八
月
十
九
日
間

…
含
む
直
轄
管
問
河
川
に
つ
い
て
、
潜

…
二
十
日
制
ま
で
(
一
二
日
間
)

マ
と
…

一全

一

こ

こ

パ

訂

か
ら
九
月
六
日
幽
ま
で
の
問
、
駅
前

…
粧
的
に
洪
水
の
危
険
性
の
あ
る
地
域

…
こ
ろ

市
民
体
育
館

・
勤
労
者
体
育

…
訂
引
計
M
l

⑤

て

一

!

警
察
官
派
出
所
前
の
歩
行
者
用
通
路

…
を
示
し
た

「防
御
対
象
は
ん
濫
区
域

…
セ

ン
タ
ー

マ
出
展
資
格

趣
旨
こ

二

予

一

乙

日

し

ナ

て

;
…百

r十
1
1
6
意

マ

が
左
図
の
よ
う
に
移
動
し
ま
す
。

…
図
L

を
公
表
し
ま
し
た
。

…
賛

同

す

る

庖

舗

工

場

霊

所

を

…
一通

一ま

ペ

注

、

つ

ま
た
、
こ
の
通
路
の
移
動
に
よ
り
、

…

こ
の
図
は
、
患
の
土
地
利
用
や

…
も
つ
企
業

・
団
体

マ
出
品
申
込
…

π同
日

@

に

一

を

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
行
き
の
送
迎

…
水
防
活
動
避
難
対
策
な
ど
の
基
礎

…
八
月
十
日

ωま
で
に
上
回
商
工
会
議

…

司

矧

罰

則

轍

利

時

パ
ス
釆
り
場
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も

…
資
料
と
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の

…
所
業
務
課
「
引
う
え
だ
産
業
フ
ェ
ア

…
寸
川
↓

7

の

ラ

!

り

一

内

ノ

一

月

も

.ト

て

寄

移
動
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

…
で
、
洪
水
時
の
河
川
の
水
位
(
計
画

…
事
務
局
」
へ
。
マ

問

い

合

わ

せ

…

τ
U」

8
ど

い

つ

年

…
高
水
位
)
に
対
し
、
地
盤
が
何
勺
丘
一

…
上
田
商
工
会
議
昨
業

E
謀

(
宮
⑫

4

…コ
U
引

-

子

若

守

お

j

J

F

Z

一

夏

一

①

②

③

マ
問
い
合
わ
せ
都
市
開
発
課

(内

一
い
か
を
紛
で
囲
み
表
示
し
て
い
ま
す
。
…
5
0
0
)
商
工
課
(内
線
1
4
0
5
)
…
て
三

・
線
1
5
7
2
)

…

入
手
希
望
の
か
た
は
、
無
料
で
配

一

一
布
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

…
マ
問
い
合
わ
せ
企
画
課
(
内
線
1

口

一
2
2
2
)

図

い

…

辺

E

一

周

…

圃
う
え
だ
産
業
ワ
ェ
ア

…
駅

.

…

田

…

園
出
展
企
業
品
川
募
集

上

一

目

…

R

ぃ

上
回
市
、
上
回
商
工
会
議
所
で
は
、

l
u

・…
次
に
よ
り
開
き
ま
す
。
数
多
く
の
優

一

…
れ
た
工
業
製
品
の
出
品
を
お
願
い
し

…

・
ま
す
。

…

な
お
、
今
年
度
は

「ウ
エ
ダ

・
ピ

…

政
治
家
の
祭
り
に
対
す
る
寄
付
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
を
求
め
る
こ

と
も
い
け
ま
せ
ん
。上

田
市
選
挙
管
理
委
員
会

国国道路をまもる月間園圃

道路にやさしく、

思いやりを I

道路は人が歩き、車が

行き交うといった交通の

ためばかりでなく、電線

や電話線、ガス管、上・下

水道などの収容スペース

としても、大きな役割を

果たしています/

8月は「道路をまもる

月間」です。

(141 7 広報うえだ3.8 
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長野技能開発センター(長野市吉田)では、

離 ・転職者に再就職をしやすくするための職

業訓練を次のように行います。

f>応募資格 現在離職中で、就職意欲のあ

るかた f>科目 木工サービス、ピルメンテ

ナンス、情報システム f>期間 10月 ~4 年

9月 f>申 し込み 上田公共職業安定所(包

⑫6363) 

両
腕
織
の
た
め
の
職
業

訓
練
H
入
所
生
を
募
集

E⑫1111 

そ の 他

時間内に随時

お越し〈ださ

い雨実、曇

突時I左中止

参加無料

ところ

天体観測室

8月10日tD

111ヨ@，
午後 l時
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き

太陽の黛

!!!..と フ.ロ

ミネンス

を見てみ

よう

圃
『
電
波
障
害
防
止
』
dm

…
局
内

・
8
0
2
6
2
@
3
8
3
8
)

…

・

…
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

圃
図
案
を
募
集
し
ま
守

長
野
県
電
波
障
害
防
止
協
議
会
で
…
園
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術
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速
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m
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仇
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…
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残
っ
て
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点
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7
m
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一ス
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…
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な
気
が
し
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ぎ
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'̂ 。(屋よ}

数

8月108は午

後 2時-9時

天体写真の郷

軍手方法につい

て 続 簡 は ち

あきの天体写

真IU~長田中

千秋さん

参加無料

館

コミ ュニテ

ィ大ホール

( 2階)

術

(2 ，皆)

美

8 月 108~主

118⑥ 

12日員y

午前9時

』午後 411寺

8月11臼⑨

午前1日時

ー正午

後の展示

実体観測

室

実体写真

!>対象 上小地域内に在住、または通勤す

る実女愛好者 !>応募規定⑦テーマは自

由12)部門=中学生以下の怒、高校生、ー骨量

の部ぜサイズ=キャビネ事j以よ包つ切り以

下 !>a，募締め切り 8月9日曜E午後 7時

までに創造館へ !>展示 8月108-12日

!>会場美術鎗(2J皆)!>参加資無料

実体写真

コン

テスト

山
本
鼎
記
念
館

自
由
函
連
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で
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ら
れ
る
郷
土
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家
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収
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ま
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一
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か
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で
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展
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熱
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立
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1
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収
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ま
す
。
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記
念
館
ま
で
。

〈
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四
時
三
十
分
ま

で
(
閉
館
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時
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i
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月
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祝
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、
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始
(
十
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二
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日
か
ら
翌
年

一
月
三
日
ま
で
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マ
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合
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⑫
2
6
9
3
)ーー---_...、，...
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い
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。
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な
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・で
、
そ
の

人
に
つ
い
て
分
か
る
こ
と
は
ほ
ん
の

一
部
だ
が
、
そ
の
人
の
経
験
し
た
こ

と
や
感
動
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
話

は
な
ぜ
か
心
の
中
に
ず
っ
と
残
る
。

そ
の
人
、
そ
の
時
代
で
し
か
体
験
で

き
得
な
か
勺
た
大
切
な
こ
と
を
聴
い

て
い
る
||

そ
ん
な
気
が
す
る
か
ら

か
。
そ
の
意
味
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
人
生
を
生
き
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こ
と
、
す
な
わ
ち

J

生
涯
学
習
か
も
し
れ
な
い
。
(
せ
ま
)
日 7 広報うえだ3.B. 



月の聞に 1回接種(1期を 2回以上接種情みでないと

受けられません。また、 l期を終えて12か月経過しな

いと接種できません) 1>接種時間 各会場とも午後

1時30分から 2時30分 1>持ち物 母子健康手帳、開

診票(赤ちゃん手帳の中にあります。会場にも用意)

v
 

，，， e+'h ず、，

‘.， 

、

会 t渇 名
'夫総口

t.t 象 I血 T< 
1回 2凶 31111 

雨量日 {雨天神町 ・泉"*.-1じ火

相[1町 ・ ~~s l正問r . 本町f . *11: 
市 保鍵センタ ー

8 9 1 10 町T• f~161l1T .大手町)

{市役所l翁庁合2階}
月 月 月 北部 (1:111原柳l町 ・下川原仰

23 20 15 町r.愛!j{剖T.J".鍛治町J.鍛

日 日 日 j台町 ・I'MUJ'下院111・向l
( ( { l町・新IJI・J二車11尿llIJ'lIHI)
金 金 火

111 辺 町 会 館
、旬~ ) ) 

川辺 ・泉図

上 野 が 丘 公 民 館 神科・霊殿

8 9 10 
西部 (下紺保IRT'主草原・両日品・

市保 健 セ ンタ ー 月 月 月
続IIrT• ，¥lj{訪部 ・'1:)通:・飲料

(市役所市i1'子1"2附) 27 24 18 師1 ・ ~kが Lí: .新民 ・総がIi:

関 日 日 -It . 縁か斤:tl11 . 減~t)

( ( ( 寝尻
火 火 金

三 好 町会館
) ) ) 

嫁 下

題関母子健康センター
2月日9 6 2月1日0 2 塩 回

川商社会福祉センター I11 坤主 火 酉

東部 {給人 '*'町 ・上常I_A.

9 9 1 10 中1i¥'m. -It官iUJ ・ 下~i;~.tn . 

市保 健 センタ ー 月 月 月 村+:191.常入)

l市役所持司lヤ合2階} 4 27 24 中央 (ll~町 ・ Hú:型f師r .服IDf. 
日 日 日 袋町 ・!.!i，.t勢町r. l日目r.)L場

{ ( ( 

田T• ~，町 ・ 北大手)水 金 木
) 

神 111地 区公 民鎗 神 I11 

三種混合予防接種目程表(前期)

¥¥¥DA$ 

4夢

保健tt砂

-大沢聡君、〈ん

(3歳・町吉田〉

「自転車でよく 遊びます。

いちご、りんごなど果物

が好き」 と母のみずほさ

ん。

百日ぜき・ジフテリ戸・破傷嵐

三種混合予防接種

保健予防諜(内線 1374)

1>対象 1期=①平成元年 1月から 6月までに生ま

れた幼児②昭和63年12月以前に生まれ、未接種の幼児

(ただし 4歳未満)、 2期=①昭和62年 7月から12月ま

でに生まれ、 1期が済んで、いる幼児②昭和62年 6月以

前に生まれ、2期が済んでいない幼児(ただし 5蔵6

か月未満) 1>接種内容 l期=3-8週間の間隔で

3回接種(3週間に満たなかったり、 8週間を越えた

場合は接種できません)、2期=1期終了後、 12-18か ※駐車場が狭いため、車て?の来場lまなるべくご遠慮を。

第13回輸 U 1.500人lこ験記念品プール利用券をプレゼントノ

健
康
づ
く
り

市
民
的
つ
ど
い
ν

③
月
鋳
日
⑧
午
前
9
時

1
午
後
3
時

... 、
骨

マ
体
験
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脳
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中
と
闘
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ら
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強
く
生
き
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夫
婦
の
体
験
談
J
・

マ
保
健
補
導
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手
づ
く
り
劇

マ
三
好
町
保
育
園
卒
園
児
に
よ
る
「
や

ま
び
こ
太
鼓
」

マ
記
念
講
演

早
川
一
光
さ
ん
の
「
い

き
い
き
生
き
る
」

マ
健
康
広
場

血
圧
測
定
、
歯
の
相

談
、
栄
養
相
談
、
介
護
の
実
演
な
ど

内
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